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●
対

象

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

●
と

き

7
月
27
日
（
水
）

10
時
半
～
12
時

●
と
こ
ろ

鯰
田
交
流
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室

●
講

師

中
村

礼
羽

さ
ん

●
定

員

12
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
締
切
り

7
月
22
日
（
金
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
マ
ス
ク

※

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
為
、

試
食
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
作
っ
た
ピ
ザ
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
案
内

今
月
の
予
定

長
い
休
み
中
の

お
や
つ
を
自
分
で

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※

予
定
は
、
状
況
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

か
わ
た
れ
の
夢
の
中
ま
で
ほ
と
と
ぎ
す

上
町

永
冨

豊
子

雨
の
間
に
定
家
葛
の
花
ひ
ら
く

簀
子
町

隈

え
い
子

時
鳥

二
日
つ
づ
き
て
鳴
き
に
来
る

市
の
間

松
尾

昌
子

短
夜
の
グ
ラ
ス
に
満
た
す
緑
酒
か
な

市
の
間

松
尾

節
朗

今
年
の

「
鯰
田
子
ど
も
ま
つ
り
」と
「地
区
体
育
祭
」は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
協
議
の

結
果
、
参
加
者
の
皆
様
の
安
全
を
考
慮
し
て
中
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、
大
変
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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教
室
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生
け
花教

室

お
花
の
名
前
を

お
ぼ
え
て
生
け
る

経
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

人
権
こ
ぼ
れ
話

「
子
育
て
に
必
要
な
こ
と
は…

？
」

人
権
啓
発
推
進
員

山
下

勲

先
日
、
若
い
父
親
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。

第
２
子
誕
生
の
喜
び
と
共
に
、
夜
泣
き
す
る

赤
ん
坊
の
世
話
を
し
た
と
。
夜
泣
き
の
た
び
に

起
き
て
世
話
を
す
る
時
の
過
酷
さ
は
会
社
の

夜
勤
の
比
で
は
な
く
、
そ
れ
を
毎
晩
し
て
い
る

妻
に
感
謝
の
念
が
湧
い
た
と
。

出
産
後
、
ま
わ
り
の
援
助
が
乏
し
く
、
母
親
だ
け
に
子
育
て

の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
と
、
産
後
う
つ
症
状
に
陥
る
と

言
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

制
限
さ
れ
た
昨
今
、
そ
の
割
合
は
２
倍
に
増
え
た
そ
う
だ
。

私
の
二
人
の
娘
た
ち
も
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
に
な
っ
た
。

娘
の
夫
た
ち
は
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と
、
洗
い
物
を
洗
濯
か
ご
に

入
れ
て
手
を
洗
い
、
子
ど
も
に
ミ
ル
ク
を
や
っ
た
り
一
緒
に
遊
ん

だ
り
し
て
い
る
。
乾
い
た
洗
濯
物
を
子
ど
も
と
一
緒
に
タ
ン
ス
に

し
ま
う
間
に
、
妻
は
夕
食
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
一
昔
前
の
高

度
成
長
時
代
と
今
と
で
は
、
確
か
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し

た
。
妻
と
夫
が
共
に
働
い
て
経
済
的
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、

自
分
達
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
上
で
何
よ
り
大
切
な
の

だ
。さ

て
、
国
や
自
治
体
で
は
女
性
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
十
月
か
ら
は

職
場
で
「
男
性
版
産
休
」
が
始
ま
る
。
飯
塚
市
で
は
夫
と
妻
の
両

方
が
産
休
や
育
休
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
、
他
市
に
先
駆
け
て

イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
た
。
ほ
か
に
も
、
保
育
や
教
育
の
無
償
化
や

就
学
援
助
、
児
童
手
当
な
ど
の
支
給
、
生
後
４
カ
月
未
満
の
赤
ち

ゃ
ん
が
い
る
家
庭
を
保
健
師
が
お
祝
い
品
を
も
っ
て

訪
問
し
、
赤
ゃ
ん
の
生
育
状
況
を
も
と
に
、
母
親
の

育
児
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

４
月
か
ら
、
孫
が
小
学
校
に
通
い
始
め
、
嬉
し
い

反
面
、
不
審
人
物
が
子
ど
も
に
声
を
か
け
る
事
案
が

多
発
し
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
鯰
田
地
区
で
は

子
ど
も
の
登
下
校
時
に
地
域
の
方
が
青
パ
ト
を
走
ら
せ
た
り
、

有
志
の
方
々
が
通
学
路
に
立
っ
て
、
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は

き
れ
い
な
花
が
植
え
ら
れ
、
犯
罪
の
抑
止
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

最
近
、
う
ち
の
隣
組
に
小
学
生
が
い
る
若
い

夫
婦
が
引
っ
越
し
て
き
た
。
そ
の
小
学
生
が

元
気
に
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
く
、
成
長

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
高
齢
者
や
子
育
て
世
代

の
方
々
と
気
に
か
け
合
い
、
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
仲
良
く
過

ご
し
て
い
き
た
い
。
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人
人
人計 6,651 －9

女 3,578 －6

　　～人のうごき～
令和４年５月末

世帯数
3,247 －9

人口
男 3,073 －3

※

予
定
は
、
状
況
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

回
収
日

７
月
20
日(

水)

開
錠
期
間

７
月
15
日(

金)

～
19
日
（
火
）

『
拠
点
収
納
ボ
ッ
ク
ス
』
に
出
せ
る
も
の

♢
新
聞
（
広
告
、
チ
ラ
シ
を
含
む
）

♢
雑
誌
（
カ
タ
ロ
グ
・
辞
書
を
含
む
）

♢
ダ
ン
ボ
ー
ル

♢
古
布
（
衣
類
・
タ
オ
ル
・
毛
布
等
）

♢
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
ー

※

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
は
不
可

♢
蛍
光
灯

（
直
管
・
丸
管
・

電
球
型
・
ツ
イ
ン
型
）

※

Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
は
不
可

♢
乾
電
池
（
ボ
タ
ン
電
池
は
不
可
）

♢
水
銀
体
温
計

今
月
の
『拠
点
収
納
ボ
ッ
ク
ス
』

●
対

象

小
・
中
学
生

●
と

き

7
月
30
日
（
土
）

10
時
半
～
12
時

●
と
こ
ろ

鯰
田
交
流
セ
ン
タ
ー

会
議
室

●
講

師

華
道
教
授

大
塚

多
恵
子

さ
ん

●
定

員

10
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費

３
０
０
円
（
花
代
）

●
締
切
り

7
月
22
日
（
金
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※

鯰
田
地
区
の
子
ど
も
の
参
加
費
に
つ
い
て
は

子
指
連
が
負
担
し
ま
す
。

花
器
・
剣
山
・
は
さ
み
は
交
流
セ
ン
タ
ー
で

用
意
し
ま
す
。
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ニュースポーツを一緒に楽しみましょう！

陶芸教室受講生募集

市内在住のおおむね６０歳以上の方を対象に、老後を健康で豊かな

生きがいあるものとすることを目的として「陶芸教室」を開催しています。

●対象者 おおむね６０歳以上の市内居住者

●場所 飯塚市シルバー陶芸教室（伊川８２番地４５）

●内容 陶芸の制作、学習

●日時・受講料

Ａ班：第１・３水曜日 １０時～１６時 （月４，８００円）

Ｂ班：第１・３火曜日 １０時～１６時 （月４，８００円）

Ｃ班：第２・４水曜日 １０時～１６時 （月４，８００円）

Ｄ班：第３木曜日 １０時～１６時 （月２，４００円）

Ｅ班：第２火曜日 １０時～１２時３０分 （月１，２００円）

●受講期間 令和５年３月まで

●申込方法

申込書を高齢介護課窓口にご提出ください。

（申込書は市ホームページからダウンロード可）

※電話での受付は行っておりません。

●問い合わせ先

飯塚市役所 高齢介護課（本庁１階）

TEL：２２-５５００（内線１１４６）

皆様の申し込みをお待ちしています！

～季節のお花の寄せ植えとハーブの

活用方法を学ぼう～
季節のお花とハーブを使った寄せ植えを製作しませんか。

また、製作した寄せ植えを長持ちさせる方法や、ハーブの
活用方法を学びます。

○日 時 ７月２３日（土）１０時から
○場 所 イイヅカコミュニティセンター
○対 象 大人向け（お子様同伴も可能）
○定 員 １５組
○材料費 ２,５００円
（持ってくるもの）
エプロン、マスク、ハンカチ、飲み物

◯申込み ７月５日（火）９時から電話にて受付（先着順）
（申込先・問合せ）生涯学習課 TEL２２－３２７４

※コロナウィルス感染症拡大の影響により
中止する場合もございます。

マグネシウムと塩水で発電して動く、燃料電池カーを作りませんか。

夏休みの自由工作にもぴったりです。

◯日 時 ８月６日（土）１０時から

◯場 所 イイヅカコミュニティセンター

◯対 象 小学校低学年（保護者１名同伴）

◯定 員 ２０組

◯材料費 １，３００円

（持ってくるもの）

マスク・飲み物

◯申込み ７月２０日（水）

９時から電話にて受付（先着順）

（申込先・問合せ）生涯学習課 TEL２２－３２７４

※コロナウィルス感染拡大の影響により中止する場合もございます。

～音楽活動をとおして「こころ」と「からだ」の
健康づくり～ 音楽サロンのお知らせ

 

大雨、台風・積雪などの悪天候や道路状況によりエリアワゴン・

予約乗合タクシー・コミュニティバスが事前の通知なく、急きょ

運休となる場合があります。

運行状況については市役所もしくは各運行事業者にご確認ください。

【問合せ先】

飯塚市役所 地域公共交通対策課 ℡22-5500 内線1441・1442

エリアワゴン・予約乗合タクシー運行事業者

安全タクシー㈲ ℡23-1016

コミュニティバス運行事業者

宮若・飯塚線 誠心物流㈱ ℡96-4881

コミュニティ交通の運行について

★ファミリーバドミントン・その他

【飯塚第１体育館】

日 時 ７月４日（月）、７月２５日（月）、８月１日（月）

１９時３０分～

【筑穂体育館】

日 時 ７月５日（火）、８月２日（火） １９時３０分～

★グラウンドゴルフ

【穂波グラウンド】

日 時 ７月１２日（火）、７月２６日（火）、８月９日（火） １９時～

参加費 １００円

《飯塚市スポーツ推進委員協議会よりお知らせ》

◎誰でも参加できます。

◎事前申し込みは不要です。

◎新型コロナウイルス感染症対策等で実施時間が変更に

なる場合はホームページでお知らせいたします。

◎問合せ先 飯塚市役所 スポーツ振興課

☎２２-０３８０（内線：２４２１）

音楽を楽しみながら介護予防に取り組む教室です♪

対象者：飯塚市に住民登録がある６５歳以上の人

(送迎はありません)

✦日 時：７月２０日～９月７日（全６回）

※毎週水曜日 １０：３０～１２：００

✦場 所：頴田交流センター（研修室２・３）

✦定 員：１５人程度（先着順）

✦問い合わせ先：飯塚市役所 高齢介護課

☎２２－５５００（内線１１４１)

交流センターだよりは市ホームページからも閲覧できます　http://www.city.iizuka.lg.jp/


